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データ登録のインセンティブ向上のために―北極域データアーカイブのケース―
For incentive improvement of data registration - In case of Arctic data Archive System in
NIPR -
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GRENE事業北極気候変動分野では、大気、海洋、雪氷、陸域、生態、モデル等の複数分野にまたがるデータの集積・
共有を行い、分野間連携及び融合を目的として、国立極地研究所において北極域データアーカイブの構築を行っている。
これまで、研究者によって、様々なデータが登録されてきている。研究者によるデータ登録を推進するためには、研究
者にとってのメリットを提示する必要がある。
近年ジャパンリンクセンター（JaLC）は、研究データのDOI付与の仕組みの検討を行い、日本でも研究データへのDOI

付与が可能になった。DOIはデジタルオブジェクト識別子、であり、インターネット上のドキュメント等に恒久的に与
えられる識別子のことである。研究データへの DOIの付与は、利用する研究者にとっては、科学的な論文へのデータの
引用が簡単になるだけでなく、データに必要な情報を取得することにより、データの検索が簡単になる。一方データの
提供者は、これまでの論文と同様に、引用されることにより、評価を受けることが可能になる。
ただし、JalCへの DOI登録は、あくまでも仕組みであり、技術的にはどのようなデータに関しても付与が可能であり、

データの品質および恒久的なデータの保管に関しての責任は DOI付与を行う発行者側にある。現在極地研では研究デー
タの DOI付与の検討を行っており、発表では、その検討状況を報告する。
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